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論 文 内 容 の 要 旨 
ライダーは、多様な環境パラメーターの研究に役立つが、そのターゲットの多くは中高度から高高度にあ
る。本研究では、異なるタイプの Mie 散乱ライダーを使用し、地表近くのターゲットの時間的な振る舞い
を解明する。第一に、波長349 nmで動作するミー散乱ライダーをほぼ水平方向に長期運用することにより、
相対湿度やその他の気象パラメーターに対する境界層内エアロゾル消散係数の日変化に関するデータを取
得した。合わせて、地上機器のデータを援用して単一散乱アルベド（SSA）の時間変化を取得した。2017
年 11 月に実施した長期観測結果から、潮解フェーズにおけるエアロゾル成長が乾燥フェーズよりもより明
確に観測されることが見出された。潮解湿度に達する前に見られる SSA の減少は、すす粒子を含むエアロ
ゾルの収縮に起因する可能性がある。第二に、385 nm で動作する発光ダイオード(LED)ライダーを開発し、.. 
Hz の高速データ取得が可能になった。これにより、海岸線近くのダストサージや海面波の動的な振る舞い
のよりよい理解が可能になった。また、この LED ライダーを人工的に発生させたミスト渦の計測に応用し、
後方散乱強度の解析から波動の動的な変化を定量化した。以上のように、本研究の成果は、表面近傍の各
種環境ターゲットについて長期的な変化や短時間変動を測定可能にするというミー散乱ライダーの新たな
能力を実証するものとして評価できる。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
ライダーは、多様な環境パラメーターの研究に役立つが、これまでの観測は中高度から高高度のターゲッ
トについて行われてきた。本研究では、異なるタイプのミー散乱ライダーを使用し、地表近くのターゲッ
トの時間的な振る舞いを解明する。第一に、波長 349 nm で動作するミー散乱ライダーをほぼ水平方向に長
期運用することにより、相対湿度やその他の気象パラメーターに対する境界層内エアロゾル消散係数の日
変化に関するデータを取得した。合わせて、地上機器のデータを援用して単一散乱アルベド（SSA）の時間
変化を取得した。2017 年 11 月に実施した 1 か月の長期連続観測結果から、潮解フェーズにおけるエアロ
ゾル成長が乾燥フェーズよりも明確に観測されることが見出された。潮解湿度に達する前に見られる SSA
の減少は、すす粒子を含むエアロゾルの収縮に起因する可能性がある。第二に、385 nm で動作する発光ダ
イオード(LED)ライダーを開発し、4 Hz の高速での散乱プロファイル取得が可能になった。これにより、
海岸線近くのダストサージや海面波の動的な振る舞いのよりよい理解が可能になった。また、この LED ラ
イダーを人工的に発生させたミスト渦の計測に応用し、後方散乱強度の解析から波動の動的な変化を定量
化した。以上のように、本研究の成果は、地表面近傍の各種環境ターゲットについて長期的な変化や短時
間変動を測定可能にするというミー散乱ライダーの新たな能力を実証するものとして評価できる。本審査
では、予備審査での指摘事項への対応を確認した。 
 
2020 年 2 月 3 日に公開論文発表会・本審査委員会を開催し、論文発表と質疑応答及び審査が行われた。 
 
2020 年 1 月 31 日に本論文に関して剽窃チェックを行い、問題がないことを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
